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2020年 7 月 15 日 
 

ジャパン・インダストリアル・ソリューションズ株式会社 
 

株式会社ミツバの A種種類株式及び C 種種類株式取得のお知らせ 
 
 
本日、当社が運用するジャパン・インダストリアル・ソリューションズ第弐号投資事業有
限責任組合（以下、「JIS」）は、株式会社ミツバ（以下、「ミツバ」、東証一部 銘柄コード
7280）との間で、ミツバが第三者割当により発行する A種種類株式 15,000 株（150 億
円）及び C種種類株式 5,000 株（50億円）を引き受けること（以下、「本件」）に合意致
しましたのでお知らせ致します。 
 
ミツバは、四輪電装及び二輪電装事業を中心にグローバルで事業を展開する企業グループ
です。四輪車・二輪車市場における技術革新の加速、グローバルのマーケットがますます
多様化する環境下において、強みとするモーター技術に制御技術及び機構技術を相互に結
び合わせたトップランナー商品を開発しています。 
 
ミツバは 2013 年に『ミツバビジョン 2024』を策定し、収益基盤の拡大を目指して、国内
外拠点の拡大、設備・金型・治具の内製化による柔軟な顧客対応力の構築を企図した投資
を継続して実施してきました。しかしながら米中貿易摩擦などの外部環境の急速な悪化に
加え、過度な売上偏重による採算性の悪化、グローバル拠点拡大に伴う固定費の増加、独
禁法違反・リコール対応に伴う資金流出等により財務・業績が悪化しました。また、2020
年３月期には、固定資産の減損損失及び構造改革費用の計上を含む特別損失を計上した結
果、3 期連続の当期純損失を計上し、連結自己資本比率は大きく悪化しました。そのよう
な中、ミツバは財務体質と業績回復に向けた抜本的構造改革を含む第 12 次中期経営計画
を策定し、財務・事業面の早期かつ抜本的な課題可決を図るため、資本・資金面だけでな
く、ガバナンス及び経営 PDCA 面での外部支援の必要性を検討してきました。 
 
JIS は、ミツバの高いモーター技術、車両やシステムへの深い理解力などをもとに、電装
品やエレキとのカスタマイズ対応など、顧客と密接に協働できる点で、モーター専業メー
カーを差別化する稀有な存在であることを高く評価しております。 
 
JIS は、ミツバと中期経営計画について議論を重ね、適切な経営 PDCA サイクルの確立を
含むガバナンス・経営管理機能の強化を図りつつ、抜本的構造改革の推進により、四輪製
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品の生産性向上及び収益改善に加え、今後アジア地域などでの成長が見込まれる二輪事業
へ経営資源をシフトさせていく考え方に賛同し、本日付で引受契約書を締結致しました。 
 
尚、払込みは同社の臨時株主総会において A種種類株式及び C 種種類株式発行に関連する
各議案の承認が得られること等を条件としています。 
 
JIS は、本件を通じ、ミツバの企業価値や競争力向上につながる具体的なソリューション
を提供することにより、ミツバがグローバルな四輪車・二輪車産業を支える自動車部品サ
プライヤーとして持続的に成長する為の戦略実行を支援して参ります。 


